
一
　
は
じ
め
に

兵
庫
県
多
可
町
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
は
、
十
四
世
紀
初
頭
、
天
台
宗
に
か

か
わ
り
の
深
い
場
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る *

１

。
全
三
幅
の
連
幅
画
面

に
は
、
上
部
右
か
ら
左
へ
向
か
っ
て
十
王
が
、
画
面
下
部
に
六
道
（
右
幅
右
に

人
道
、
右
幅
左
・
中
幅
・
左
幅
右
に
地
獄
道
、
左
幅
左
に
下
か
ら
畜
生
・
餓
鬼
・
修
羅
・

天
道
ま
で
の
各
道
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
十
王
観
と
六
道
観
を
併
せ
描
く
い
わ
ゆ

るA

六
道
十
王
図B

に
属
す
る
作
だ
が
、
本
図
は
、
さ
ら
に
追
善
供
養
に
よ

っ
て
悪
道
か
ら
母
を
救
済
す
る
目
連
救
母
説
話
を
も
組
み
込
ん
で
お
り
（
中
幅

最
下
部
＝
阿
鼻
城
の
門
前
で
の
目
連
と
母
・
青
提
と
の
再
会
場
面
、
左
幅
＝
五
道
転
輪

王
の
左
方
、
目
連
が
盂
蘭
盆
斎
に
よ
っ
て
畜
生
道
か
ら
母
を
救
済
す
る
場
面
、
人
道
に

転
生
し
た
母
が
E
利
天
へ
昇
天
す
る
場
面
）、
こ
の
点
に
特
色
が
あ
る
。

本
『
六
道
絵
』
の
各
絵
相
に
つ
い
て
は
、
菅
村
亨
「
極
楽
寺
本
『
六
道
絵
』

に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸
術
』
一
七
五
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
十
一
月
）
に
詳

し
い
紹
介
が
あ
る
。
ま
た
、
本
図
の
特
徴
で
あ
る
目
連
救
母
説
話
に
つ
い
て

は
、
鷹
巣
純
氏
や
渡
浩
一
氏
が
論
じ
て
い
る *

２

。
し
か
し
、
本
『
六
道
絵
』
全
体

を
ど
の
よ
う
に
読
む
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て

い
な
い
。
十
王
図
・
六
道
図
・
目
連
救
母
説
話
の
各
絵
相
が
相
互
に
ど
の
よ
う

に
結
び
付
き
、
本
『
六
道
絵
』
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
物
語
を
語
り
出
し

て
い
る
の
か
（
＝〈
絵
語
り
〉）
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

立
石
和
弘
氏
は
物
語
絵
研
究
の
視
座
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る *

３

。

解
釈
と
い
う
物
語
を
絵
画
に
よ
っ
て
過
剰
に
再
生
産
す
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
逆
に
、
物
語
絵
の
方
法
が
ど
の
よ
う
に
し
て
解
釈
を
誘
発
す
る

の
か
と
い
う
視
座
に
よ
っ
て
、
表
象
の
編
成
と
仕
組
み
を
捉
え
返
そ
う

と
試
み
た
。

本
稿
に
用
い
る
〈
絵
語
り
〉

*

４

は
立
石
氏
と
視
座
を
共
有
し
て
い
る
。
指
摘
さ
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れ
る
よ
う
に
、
典
拠
に
よ
っ
て
絵
相
を
解
釈
し
た
り
、
典
拠
が
い
か
に
絵
画
化

さ
れ
て
い
る
の
か
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
研
究
者
の
読
み
を
絵
画
に

投
影
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
の
解
釈
を
誘
発
す
る
「
表
象
の
編

成
と
仕
組
み
」
を
論
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
も
、
本
『
六
道

絵
』
各
絵
相
の
「
表
象
の
編
成
と
仕
組
み
」
を
分
析
し
、
そ
の
〈
絵
語
り
〉
の

全
体
を
読
み
解
き
た
い
。

二
　
十
王
絵
相
の
検
討

１
　
十
王
観
念
の
位
相

極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
に
は
、『
預
修
十
王
生
七
経
』

*

５（
以
下
、
十
王
経
と
略
称
）

の
讃
が
、
各
十
王
の
左
右
い
ず
れ
か
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

図
の
十
王
絵
相
は
十
王
経
も
し
く
は
こ
れ
を
絵
画
化
し
た
十
王
図
に
依
拠
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
十
王
経
の
享
受

と
十
王
図
の
作
例
を
概
観
し
、
本
図
の
十
王
絵
相
の
「
編
成
と
仕
組
み
」
が
ど

の
よ
う
な
位
相
に
あ
る
か
確
認
す
る
。

我
が
国
に
お
け
る
十
王
経
の
享
受
は
、『
江
都
督
納
言
願
文
集
』
の
願
文
に

十
王
経
に
基
づ
く
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
に

ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』「
天
永
二
年
五
月
日
女
弟
子
藤
原
敬
白
」

将
企
七
日
之
善
、
以
脱
十
王
之
譴
。（
中
略
）
即
以
此
詞
注
＿黒
＿色
＿之
＿幢

、
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即
以
此
誓
銘
＿頗
＿梨
＿之
＿鏡

。

『
預
修
十
王
経
』
対
応
本
文
（
大
日
本
続
蔵
経
第
一
巻
）

・
閻
羅
法
王
白
仏
言
、
世
尊
我
等
諸
王
、
皆
当
発
使
、
乗
黒
馬
、
把
＿黒
＿幢

、

著
黒
衣
、
検
亡
人
家
造
何
功
徳
、
准
名
放
牒
、
抽
出
罪
人
、
不
違
誓
願
。

（
四
〇
一
・
中
・
九
〜
十
一
）

・
在
生
日
、
殺
父
害
母
、
破
斎
破
戒
、
殺
猪
牛
羊
鶏
犬
毒
蛇
一
切
重
罪
、
応

入
地
獄
十
劫
五
劫
。
若
造
此
経
及
諸
尊
像
、
記
在
＿業
＿鏡

。
閻
羅
歓
喜
、
判

放
其
人
、
生
富
貴
家
、
免
其
罪
過
。（
四
〇
〇
・
中
・
十
七
〜
十
九
）

ま
た
、『
澄
憲
作
文
集
』、『
拾
珠
鈔
』、『
普
通
唱
導
集
』、『
烏
亡
問
答
鈔
』

の
追
善
供
養
の
説
草
本
文
中
に
十
王
経
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
中
世
前
期
に
、

十
王
経
に
基
づ
く
十
王
観
念
が
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

▼
『
澄
憲
作
文
集
』（
建
久
二
年
《
一
一
九
一
》
十
二
月
十
五
日
）

・
夫
尋
五
七
日
斉
莚
者
　
＿十
＿王
＿経
＿云

　
五
七
閻
王
息
静
声
　
罪
人
心
根
未
甘

情
　
未
来
報
策
髪
仰
頭
　
著
業
鏡
始
先
世
事
分
明
（
以
下
略
、
第
四
十
二

五
七
日
善
）

・
夫
尋
七
々
忌
景
者
　
＿十
＿王
＿経
＿云

　
七
々
冥
途
中
陰
身
　
専
求
父
母
会
情
親

福
業
此
時
仍
未
定
　
更
看
男
女
造
何
因
（
以
下
略
、
第
四
十
三
　
七
々
日
善
）

・
夫
尋
一
周
忌
之
作
善
者
　
＿十
＿王
＿経
＿云

　
一
年
過
此
転
苦
辛
　
男
女
修
斉
福
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業
因
　
六
道
輪
廻
仍
未
定
　
造
経
造
仏
出
迷
津
（
以
下
略
、
第
四
十
四
　
一

周
忌
善
）

▼
『
拾
珠
鈔
』「
姉
小
路
大
納
言
一
周
忌
」（
文
永
四
年
一
二
六
七
）

如
一
経
説
者
、
当
一
周
忌
、
遇
＿十
＿王
＿中
＿第
＿九
＿都
＿帝
＿王

裁
断
。
猶
是
中
有
迷

闇
之
位
也
。

▼
『
普
通
唱
導
集
』（
正
安
四
年
一
三
〇
二
）

秦
広
王
　
凡
於
人
間
一
人
命
終
之
後
、
於
初
七
日
先
依
秦
広
王
断
罪
、
被

定
其
業
障
之
分
斉
。
＿仏
＿説
＿預
＿修
＿十
＿王
＿経
＿具
＿説
＿其
＿事

分
明
也
。（
下
略
）

▼
『
烏
亡
問
答
鈔
』（
十
四
世
紀
末
〜
十
五
世
紀
前
半
）

已
迎
初
七
日
景
辰
。
彼
披
＿預
＿修
＿十
＿王
＿経

、
中
陰
毎
七
日
、
十
王
次
第
使
亡

者
遺
跡
遣
、
没
後
造
何
功
徳
資
汝
、
又
犯
罪
障
其
ユ
ク
ヘ
ヲ
モ
不
知
ア
ル

ト
令
見
之
。
或
子
孫
旧
僕
有
之
、
或
親
類
骨
肉
有
之
、
致
懇
志
修
追
善
、

指
其
名
、
許
罪
人
送
浄
刹
。
遺
跡
造
罪
業
、
悪
業
弥
続
狩
遣
悪
道
見
。
諸

王
遣
使
検
亡
人
、
男
女
修
何
功
徳
因
。
依
名
放
出
三
途
獄
、
免
歴
冥
闇
遭

辛
苦
。
今
初
七
日
則
此
勘
刻
之
最
初
、
秦
広
王
断
罪
之
正
日
也
。
＿其
＿文
＿云
＿、

＿一
＿七
＿亡
＿人
＿、
＿中
＿陰
＿身
＿、
＿駆
＿将
＿墜
＿之
＿数
＿如
＿塵
＿、
＿旦
＿向
＿初
＿王
＿斉
＿検
＿点
＿。
＿由
＿来
＿未

＿渡
＿奈
＿阿
＿津

、（
下
略
）

本
『
六
道
絵
』
の
十
王
絵
相
は
、
こ
う
し
た
院
政
・
鎌
倉
前
期
に
お
け
る
十
王

経
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
十
王
観
念
の
享
受
を
背
景
に
描
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

次
に
、
そ
う
し
た
十
王
経
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
十
王
観
念
の
享
受
を
背
景

に
描
か
れ
た
、
中
世
前
期
「
十
王
図
」
に
つ
い
て
概
観
す
る
（
制
作
年
代
の
明
確

な
文
字
資
料
を
中
心
に
挙
例
す
る
）。
そ
れ
ら
は
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
本
地
仏

を
描
き
込
み
、
な
か
で
も
地
蔵
を
重
ん
じ
て
地
蔵
信
仰
と
習
合
し
た
り
、
閻
魔

（
本
地
・
地
蔵
）、
太
山
王
（
本
地
・
薬
師
）
を
特
化
し
た
十
王
観
念
に
依
拠
し
た

も
の
が
殆
ど
で
あ
り
、
本
地
仏
、
習
合
、
特
化
の
表
象
を
も
た
な
い
極
楽
寺
蔵

『
六
道
絵
』
の
十
王
絵
相
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
地
蔵
信
仰
と
の
習
合
作
例
。

▼
聖
玄
願
文
（
建
保
二
年
一
二
一
四
）

弟
子
法
橋
上
人
位
聖
玄
、
暫
慰
哀
素
之
意
、
泣
述
啓
白
之
節
詞
。
先
師
法

印
権
大
僧
都
大
和
尚
位
、
当
秋
初
中
旬
之
節
、
告
厚
夜
下
泉
之
悲
。
一
生

有
限
、
八
〃
六
十
四
之
寿
F
云
尽
、
再
覲
無
期
、
七
〃
四
十
九
之
忌
景
已

盈
。
与
徒
権
G
慕
之
魂
、
不
如
翊
菩
提
之
因
。
＿是
＿以
＿奉
＿図
＿絵
＿地
＿蔵
＿菩
＿薩
＿并

＿十
＿王
＿像
＿一
＿舗

、
奉
模
写
妙
法
蓮
花
経
二
部
十
六
巻
、
無
量
義
・
観
普
賢
・

阿
弥
陀
・
般
若
心
等
経
各
二
巻
（
下
略
）

▼
『
讃
仏
乗
抄
』
第
八
（
宗
性
〈
一
二
〇
二
―
九
二
〉
編
）
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七
箇
日
逆
修
善
根
事
（
中
略
）
第
五
日

＿奉
＿図
＿地
＿蔵
＿菩
＿薩
＿像
＿并
＿十
＿王
＿像

　
奉
写
法
華
経
第
五
巻
　
廻
向
六
道
衆
生

次
は
本
地
地
蔵
の
閻
魔
王
（
五
七
日
）
を
特
化
し
た
作
例
。

▼
摂
津
仏
光
寺
供
養
願
文
（
嘉
禎
二
年
一
二
三
六
）

敬
白
／
建
立
三
重
宝
一
基
。
第
一
重
、
奉
造
立
安
置
釈
迦
如
来
・
薬
師
如

来
・
阿
弥
陀
如
来
・
弥
勒
H
像
一
体
、
梵
釈
四
王
六
天
。
第
二
重
、
奉
書

写
安
置
五
部
大
乗
経
各
一
部
・
浄
土
三
部
経
・
金
光
明
経
・
仁
王
般
若
経
、

奉
図
絵
釈
迦
八
相
儀
・
ア
ミ
タ
三
尊
光
明
像
・
ア
ミ
タ
来
迎
儀
・
九
品
浄

土
儀
。
第
三
重
、
＿奉
＿造
＿立
＿安
＿置
＿地
＿蔵
＿H

・
舎
利
弗
尊
者
・
＿I
＿魔
＿法
＿王
＿像

各

一
体
、
＿奉
＿図
＿絵
＿I
＿魔
＿宮
＿并
＿十
＿王
＿像
＿・
＿六
＿道
＿衆
＿生
＿往
＿生
＿人
＿等

。
建
立
三
間
四

面
堂
舎
一
宇
、（
中
略
）
／
嘉
禎
二
年
十
月
　
日
　
弟
子
沙
弥
敬
白

こ
う
し
た
閻
魔
王
の
特
化
は
以
下
の
よ
う
な
閻
魔
信
仰
と
関
わ
っ
て
い
よ
う
。

▼
『
普
通
唱
導
集
』（
正
安
四
年
一
三
〇
二
）
閻
魔
法
王

於
第
五
之
七
日
者
、
殊
以
可
致
迷
途
之
訪
。
謂
其
断
罪
＿閻
＿魔
＿法
＿王
＿也

。
於

冥
途
者
、
其
断
罪
併
任
閻
王
之
心
。
仍
以
五
七
日
、
＿殊
＿展
＿仏
＿事
＿刷
＿法
＿莚

＿者
＿也

。

特
化
さ
れ
る
十
王
に
は
七
七
日
の
審
判
王
・
太
山
（
泰
山
）
王
も
あ
る
（『
十

王
讃
嘆
抄
』
泰
山
王
〈
建
長
六
年
一
二
五
四
〉、『
普
通
唱
導
集
』
太
山
王
）。
そ
の
七

七
日
を
亡
者
の
転
生
日
と
し
、
太
山
王
に
よ
る
亡
者
救
済
を
強
調
す
る
の
が
福

岡
今
津
誓
願
寺
本
「
十
王
図
」
で
あ
る
。
今
津
誓
願
寺
本
「
十
王
図
」
は
、
宋

元
仏
画
十
王
図
を
忠
実
に
画
い
て
い
る
が *

６

、
そ
こ
で
は
、
宋
元
仏
画
十
王
図
に

お
い
て
第
三
年
五
道
転
輪
王
（
第
十
王
）
に
配
当
さ
れ
る
図
像
（
救
済
さ
れ
る

「
士
大
夫
」
＝
仏
画
の
注
文
主
＝
施
主 *

７

）
が
七
七
日
太
山
王
に
配
当
さ
れ
、
太
山
王

に
よ
る
亡
者
（
施
主
）
救
済
が
特
化
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
、
現
段
階
で
確
認
で
き
る
本
『
六
道
絵
』
成
立
以
前
、
同
時
代
の
十

王
図
絵
相
の
典
型
例
で
あ
る
。
本
『
六
道
絵
』
は
こ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
本
地

仏
や
地
蔵
菩
薩
、
閻
魔
宮
が
描
か
れ
ず
、
閻
魔
王
、
太
山
王
の
特
化
も
認
め
ら

れ
な
い
。
本
『
六
道
絵
』
十
王
絵
相
は
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
十
王
観
念
を
も

っ
て
十
王
審
判
の
〈
絵
語
り
〉
を
表
象
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
そ
の
位

相
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ
の
描
き
込
み

極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
十
王
絵
相
の
特
色
に
は
、
今
ひ
と
つ
、
十
王
経
に
は

記
述
の
な
い
モ
テ
ィ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
あ
る
。
次
に
あ
げ
た
各
十
王

の
面
前
で
の
受
苦
絵
相
が
そ
れ
で
あ
る
。

受
苦
①
…
秦
広
王
・
鋸
で
解
体
さ
れ
る
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受
苦
②
…
宗
帝
王
・
口
を
槍
で
突
か
れ
る

受
苦
③
…
変
成
王
・
腕
を
潰
さ
れ
る

受
苦
④
…
太
山
王
・
引
き
回
さ
れ
る
二
亡
者

受
苦
⑤
…
平
等
王
・
杭
に
繋
が
れ
合
掌
す
る
亡
者

受
苦
⑥
…
五
道
転
輪
王
・
鉄
臼
で
ひ
か
れ
る

こ
れ
ら
の
受
苦
絵
相
は
、「
い
く
つ
か
の
先
行
遺
品
か
ら
モ
チ
ー
フ
を
借
り
」

て
き
た
も
の
だ
と
さ
れ
る *

８

。
そ
のA
借
用B

に
か
か
わ
っ
て
は
、
中
野
照
男

氏
の
指
摘
が
参
考
と
な
る

*

９

。
中
野
氏
は
、
鎌
倉
時
代
に
「
浙
江
省
の
寧
波
で
制

作
さ
れ
た
宋
元
時
代
の
十
王
図
が
請
来
さ
れ
」
た
が
、
日
本
の
十
王
図
は
そ
れ

ら
を
「
手
本
」
と
し
た
と
い
う
。
現
在
知
ら
れ
て
い
る
宋
元
仏
画
十
王
図
系
を

分
類
す
る
と
、
Ａ
〜
Ｅ
の
五
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

*

10

。

Ａ
　
陸
信
忠
筆
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
本
、
陸
信
忠
筆
善
導
寺
本
、
陸
信
忠

筆
ベ
ル
リ
ン
東
洋
美
術
館
本
、
江
田
家
本
（
無
款
）

Ｂ
　
陸
信
忠
筆
永
源
寺
本
、
陸
信
忠
筆
浄
土
寺
本
、
陸
信
忠
筆
法
然
寺

本
、
陸
信
忠
筆
称
名
寺
本

Ｃ
　
神
奈
川
県
立
博
物
館
本
（
無
款
）、
大
徳
寺
本
（
無
款
）

Ｄ
　
京
都
誓
願
寺
本
（
無
款
）

Ｅ
　
金
処
士
（
大
受
）
筆
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
、
同
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
本
、
宝
福
寺
本

こ
れ
ら
の
宋
元
仏
画
十
王
図
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
の

受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ
と
重
な
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

受
苦
①
…
鋸
で
解
体
さ
れ
る

→

Ｂ
系
統

受
苦
②
…
口
を
槍
で
突
か
れ
る

→

典
拠
不
明
（
但
し
、
類
似
例
は

あ
る
）

受
苦
③
…
腕
を
潰
さ
れ
る

→

Ａ
系
統

受
苦
④
…
引
き
回
さ
れ
る
二
亡
者

→

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
系
統

受
苦
⑤
…
杭
に
繋
が
れ
合
掌
す
る
亡
者

→

典
拠
不
明

受
苦
⑥
…
鉄
臼
で
ひ
か
れ
る

→

Ｄ
系
統

松
本
浩
一
氏
に
よ
れ
ば
、
南
宋
時
代
に
は
、「
佛
教
式
・
道
教
式
の
葬
送
儀

禮
が
か
な
り
廣
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
」
な
り
、「
多
く
の
知
識
人
た
ち
が
佛
教

式
・
道
教
式
の
葬
送
儀
禮
に
對
し
て
非
難
を
加
え
て
」
い
た
よ
う
で
あ
る

*

11

。
車

若
水
も
そ
の
よ
う
な
知
識
人
の
一
人
で
、
そ
の
著
『
脚
気
集
』
巻
下
（
一
二
六

八
）
に
は
、
彼
ら
が
批
判
す
る
仏
教
式
喪
礼
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

自
先
王
之
礼
不
行
、
人
心
放
恣
、
被
釈
氏
乗
虚
而
入
、
而
冠
礼
喪
礼
葬
礼

祭
礼
、
皆
被
他
将
蛮
夷
之
法
来
奪
了
。（
中
略
）
＿喪
＿礼
＿則
＿有
＿所
＿謂
＿七
＿次
＿之

＿説
＿。
＿謂
＿人
＿死
＿後
＿、
＿遇
＿第
＿七
＿日
＿、
＿其
＿魂
＿必
＿経
＿由
＿一
＿陰
＿司
＿、
＿受
＿許
＿多
＿苦
＿。
＿至
＿於

＿七
＿七
＿、
＿過
＿七
＿箇
＿陰
＿司
＿。
＿又
＿有
＿百
＿日
＿、
＿有
＿三
＿年
＿、
＿皆
＿経
＿陰
＿司

。
本
是
欺
罔
、
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愚
夫
惑
其
説
。
＿遇
＿此
＿時
＿亦
＿能
＿記
＿得
＿父
＿母
＿、
＿請
＿僧
＿追
＿薦
＿。
＿謂
＿之
＿作
＿功
＿徳

。

（
下
略
）

こ
こ
で
い
う
「
七
次
之
説
」
は
、
十
王
経
に
説
く
十
王
審
判
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
人
死
後
、
遇
第
七
日
、
其
魂
必
経
由
一
陰
司
、
受

許
多
苦
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
宋
元
仏
画
十
王
図
の
受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、

車
若
水
が
伝
え
る
こ
う
し
た
南
宋
に
お
け
る
仏
教
言
説
の
広
が
り
の
中
で
、「
許

多
苦
」
を
具
体
的
に
描
き
だ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』

の
受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ
は
こ
れ
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
の
受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ
は
宋
元
仏

画
十
王
図
を
典
拠
と
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
同
様
に
宋
元
仏
画
十
王
図
の
受
苦

モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
り
込
ん
だ
作
例
に
、
京
都
永
観
堂
禅
林
寺
本
「
十
界
図
」
が

あ
る
。
地
蔵
幅
と
阿
弥
陀
幅
の
二
幅
か
ら
な
る
禅
林
寺
本
「
十
界
図
」
で
は
、

地
蔵
幅
、
画
面
上
部
の
十
王
と
画
面
下
部
の
悪
道
と
の
間
に
宋
元
仏
画
十
王
図

の
受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

受
苦
ア
…
足
を
潰
さ
れ
る

→

典
拠
不
明

受
苦
イ
…
獣
の
皮
を
着
せ
ら
れ
る

→

Ｃ
系
統

受
苦
ウ
…
引
き
立
て
ら
れ
る
母
親

→

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
系
統

禅
林
寺
本
「
十
界
図
」
は
地
蔵
信
仰
と
習
合
し
た
十
王
観
念
に
基
づ
く
も
の

で
、
し
か
も
受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ
も
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
の
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宋
元
仏
画
十
王
図
は
、
我
が
国
の
十
王
（
界
）
図
の
典

拠
と
し
て
広
範
に
か
つ
自
在
に
用
い
ら
れ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
の
十
王
絵
相
は
、
本
地
仏
を
描
き
込

み
、
地
蔵
信
仰
と
習
合
し
、
閻
魔
王
・
太
山
王
を
特
化
す
る
十
王
観
念
に
基
づ

く
十
王
図
が
量
産
さ
れ
る
中
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
十
王
経
に
基
づ
く
各
十

王
の
審
判
の
物
語
を
絵
語
り
、
さ
ら
に
宋
元
仏
画
十
王
図
の
受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ

を
描
き
込
む
こ
と
で
各
十
王
の
面
前
で
の
受
苦
の
物
語
を
も
語
り
出
す
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
世
前
期
の
十
王
図
の
な
か
で
特
異
な
位
置
に
あ
る

作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
　
六
道
絵
相
の
検
討

極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
連
幅
下
部
の
六
道
絵
相
は
、
本
図
成
立
以
前
の
地
獄

絵
、
六
道
絵
、
十
界
図
に
モ
テ
ィ
ー
フ
の
一
致
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例

え
ば
、
中
幅
の
阿
鼻
地
獄
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
平
安
時
代
に
制
作
さ
れ
た
談
山

神
社
蔵
「
法
華
経
金
字
塔
曼
荼
羅
」
第
一
幅
に
見
出
だ
さ
れ
る
。
ま
た
、『
聞

書
集
』、『
金
葉
和
歌
集
』、『
弁
乳
母
集
』
な
ど
の
地
獄
絵
を
詠
ん
だ
和
歌
に

も
、
本
『
六
道
絵
』
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
重
な
る
も
の
が
多
い

*

12

。

そ
う
し
た
中
で
、
本
『
六
道
絵
』
の
六
道
絵
相
の
特
色
と
し
て
注
目
さ
れ
る

の
が
地
獄
道
で
あ
る
。
地
獄
道
は
、
本
『
六
道
絵
』
連
幅
画
面
の
中
央
に
猛
火

の
赤
色
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
、
悪
道
の
な
か
で
特
に
際
立
っ
て
い
る
。
さ
ら
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に
、
地
獄
道
の
中
で
は
阿
鼻
地
獄
が
最
も
強
調
さ
れ
、
中
幅
中
央
に
大
き
く
描

か
れ
た
そ
れ
を
軸
に
、
右
幅
に
等
活
地
獄
と
黒
縄
地
獄
、
叫
喚
地
獄
、
左
幅
に

衆
合
地
獄
と
刀
葉
林
を
配
す
る
か
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
は
、
垂
直

構
造
を
も
っ
て
観
念
さ
れ
て
い
る
『
往
生
要
集
』
な
ど
の
地
獄
と
は
大
き
く
異

な
る
。

こ
う
し
た
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
の
六
道
絵
相
と
類
似
し
て
い
る
も
の
に
、

出
光
美
術
館
本
「
十
王
地
獄
図
」（
一
四
世
紀
）
が
あ
る
。
二
幅
か
ら
な
る
出
光

美
術
館
本
は
、
各
幅
画
面
上
下
を
雲
で
仕
切
り
、
上
部
に
十
王
、
下
部
に
地
獄

道
を
描
く
。
地
獄
道
に
は
、『
往
生
要
集
』
の
各
大
地
獄
の
記
事
を
概
略
し
て

記
し
た
色
紙
形
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
『
六
道
絵
』
と
同
じ

く
阿
鼻
地
獄
を
中
心
に
据
え
、
そ
の
周
囲
に
各
地
獄
を
反
時
計
回
り
に
並
べ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
右
幅
右
に
大
叫
喚
地
獄
と
焦
熱
地
獄
、
右
幅
左
に
大
焦
熱
地

獄
と
阿
鼻
地
獄
、
左
幅
右
に
等
活
地
獄
と
黒
縄
地
獄
、
左
幅
左
に
衆
合
地
獄
と
叫
喚
地

獄
）

*

13

。『
往
生
要
集
』
に
依
拠
し
な
が
ら
構
造
を
組
み
替
え
て
絵
画
化
し
て
い
る

わ
け
だ
が
、
そ
の
構
造
が
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
と
同
様
に
悪
道
の
中
で
地
獄

道
を
特
化
し
、
し
か
も
阿
鼻
地
獄
を
中
心
に
据
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
点
、

さ
ら
に
そ
れ
が
十
王
図
と
六
道
絵
と
を
上
下
に
併
せ
描
くA

六
道
十
王
図B

に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
点
、
両
者
の
関
連
を
窺
わ
せ
て
興
味
深
い
。
た
だ

し
、
出
光
美
術
館
本
「
十
王
地
獄
図
」
に
は
、
本
地
仏
、
五
道
転
輪
王
面
前
の

士
大
夫
（
宋
元
仏
画
十
王
図
モ
テ
ィ
ー
フ
）
を
描
く
こ
と
、
各
十
王
が
両
端
か
ら

左
幅
右
幅
交
互
に
内
側
に
向
け
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
本
『
六
道

― 8―

●
右
幅

・
等
活
地
獄

・
黒
縄
地
獄

・
叫
喚
地
獄

●
中
幅

・
大
叫
喚
地
獄

・
焦
熱
地
獄

・
大
焦
熱
地
獄

・
阿
鼻
地
獄

●
左
幅

・
衆
合
地
獄

・
刀
葉
林



絵
』
と
の
異
な
り
も
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。
直
接
的
な
関
係
と
い
う
よ
り

は
、
六
道
（
地
獄
）
の
絵
画
化
に
際
し
て
『
往
生
要
集
』
の
垂
直
構
造
を
解
体

し
阿
鼻
地
獄
を
特
化
す
る
絵
相
様
式
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
のA

六

道
十
王
図B
の
制
作
に
お
い
て
参
照
、
変
奏
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う *

14

。

さ
て
、
本
『
六
道
絵
』
は
、
こ
の
地
獄
道
の
場
面
で
も
九
つ
の
説
話
を
描
き

込
ん
で
い
る
。
全
九
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
説
話
の
内
四
話
題
が
、
宣
陽
門
院
の
御
願
に
よ

り
成
賢
が
建
立
し
た
醍
醐
寺
J
魔
堂
（
貞
応
二
年
一
二
二
三
御
堂
供
養
、
導
師
安
居

院
聖
覚
）
の
壁
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る *

15

。
醍
醐
寺
J
魔
堂
の
壁
絵
の

絵
相
を
伝
え
る
『
J
魔
王
堂
絵
銘
』
奥
書
に
は
、
貞
応
二
年
に
、
成
賢
が
J
魔

堂
の
「
絵
料
」
と
し
て
「
本
書
」
か
ら
抄
出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
本

書
」
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
阿
部
美
香
氏
は
、「
成
賢
が
様
々
な
材
料
を
聚

め
編
纂
し
て
い
た
こ
と
は
推
測
」
で
き
る
と
し
て
い
る *

16

。
極
楽
寺
蔵
『
六
道

絵
』
の
場
合
も
、
同
様
に
し
て
九
つ
の
説
話
が
選
ば
れ
描
き
込
ま
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
内
の
四
例
が
醍
醐
寺
J
魔
堂
壁
絵
と
一
致
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
本
『
六
道
絵
』
の
六
道
絵
相
が
、
あ
る
特
定
の
六
道
絵

に
依
拠
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
既
存
説
話
モ
テ
ィ
ー
フ

を
選
択
的
に
取
り
込
む
こ
と
で
こ
こ
に
い
た
る
間
に
制
作
さ
れ
た
絵
相
（
＝〈
絵

語
り
〉）
を
組
み
込
み
つ
つ
、
あ
ら
た
な
六
道
絵
の
物
語
を
語
り
出
し
て
い
る
こ

と
を
も
教
え
る
。

四
　
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
の
〈
絵
語
り
〉

こ
の
よ
う
に
、
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
は
、
十
王
経
に
基
づ
く
十
王
絵
相
に

宋
元
仏
画
十
王
図
の
受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
り
込
ん
だA

十
王
図B

と
、
地

獄
道
、
な
か
で
も
阿
鼻
地
獄
を
特
化
し
て
再
構
成
さ
れ
た
六
道
絵
相
に
既
存
説

話
モ
テ
ィ
ー
フ
を
選
択
的
に
組
み
込
ん
だA

六
道
絵B

と
を
合
わ
せ
た
、
新

た
なA
六
道
十
王
図B

と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
冒
頭
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
目
連
救
母
説
話
を
描
き
込
ん
で
い
る
の
が
本
『
六
道

絵
』
な
の
だ
が
、
こ
の
目
連
救
母
説
話
表
象
の
「
編
成
と
仕
組
み
」
は
、
本
図
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説
話
９

説
話
８

説
話
７

説
話
６

説
話
５

説
話
４

説
話
３

説
話
２

説
話
１

周
武
帝

な
し

隋
鷹
楊
郎
将
天
水
姜
略

阿
輪
闍
国
婆
羅
門

劉
薩
荷

清
河
□
邪
見
女

宋
武
当
寺
沙
門
僧
規

高
陸
秦
安
義

唐
幽
州
虞
安
良

墨
書
（
□
は
判
読
不
能
）

冥
報
記
巻
下

不
明

法
苑
珠
林
巻
第
六
十
四

三
宝
感
応
要
略
録
巻
上
第
十
九

／
私
聚
百
因
縁
集
巻
第
三

釈
門
自
鏡
録
巻
上

不
明

法
苑
珠
林
巻
第
八
十
三

三
宝
感
応
要
略
録
巻
下
第
九

三
宝
感
応
要
略
録
巻
上
第
九

出
典



全
体
の
〈
絵
語
り
〉
を
読
み
解
く
上
で
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。

目
連
救
母
説
話
は
、
目
連
が
悪
道
に
堕
ち
た
母
を
阿
鼻
地
獄
、
餓
鬼
道
、
畜

生
道
で
の
追
善
供
養
に
よ
っ
て
救
済
し
、
以
て
人
道
に
生
ま
れ
た
母
が
釈
迦
か

ら
「
五
百
戒
」
を
受
け
、
E
利
天
に
転
生
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
目
連
救
母

説
話
は
、『
仏
説
盂
蘭
盆
経
』
に
依
拠
す
る
も
の
と
『
仏
説
目
連
救
母
経
』

*

17

に

依
拠
す
る
も
の
と
が
あ
る
が
、
本
『
六
道
絵
』
の
目
連
救
母
説
話
は
、『
仏
説

目
連
救
母
経
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る *

18

。
描
か
れ
て
い
る
場
面

は
、
①
母
の
堕
地
獄
を
め
ぐ
る
釈
迦
へ
の
相
談
、
②
阿
鼻
地
獄
で
の
母
と
再

会
、
③
狗
身
に
な
っ
た
母
と
の
対
面
、
④
目
連
に
よ
る
盂
蘭
盆
斎
、
⑤
母
・
青

提
の
E
利
天
へ
の
転
生
、
の
計
五
場
面
で
あ
る
。

目
連
救
母
説
話
に
関
し
て
は
鷹
巣
純

氏 *

19

、
渡
浩
一
氏 *

20

に
詳
細
な
考
察
が
あ
り
、

目
連
救
母
説
話
の
受
容
史
の
観
点
か
ら
、

目
連
と
母
・
青
提
と
の
阿
鼻
地
獄
で
の

再
会
場
面
に
関
す
る
図
像
解
釈
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
図
像

の
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
に
お
け
る
配

置
、
他
の
絵
相
と
の
関
係
に
着
目
し
て
、

そ
の
「
編
成
と
仕
組
み
」
を
検
討
し
て

み
た
い
。

ま
ず
、
中
幅
下
部
、
阿
鼻
城
に
お
い

て
目
連
が
母
・
青
提
と
再
会
す
る
場
面
（
場
面
②
）
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
は
、

第
一
義
的
に
は
生
前
の
作
善
、
追
善
供
養
な
き
亡
者
の
五
道
冥
苦
図
像
と
し
て

読
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
阿
鼻
地
獄
は
、
他

の
悪
道
よ
り
も
強
い
印
象
を
与
え
る
か
た
ち
で
描
か
れ
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
阿
鼻
地
獄
の
底
に
描
か
れ
た
青
提
堕
地
獄
の
場
面
は
、
生
前
の
作
善
な
き
亡

者
、
追
善
供
養
の
得
ら
れ
な
い
亡
者
受
苦
の
恐
ろ
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
重
要
な
の
は
そ
こ
に
目
連
が
描
か
れ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
着

目
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
場
面
①
「
母
の
堕
地
獄
を
め
ぐ
る
釈
迦
へ
の
相
談
」

を
経
て
目
連
が
母
を
訪
う
場
面
、
す
な
わ
ち
生
者
が
亡
者
を
弔
う
姿
を
描
い
た

図
像
以
外
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
目
連
救
母
説
話
の
一
齣
と
し
て
、

追
善
供
養
の
具
体
と
そ
の
意
義
を
説
く
図
像
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
目
連
が
狗
身
に
な
っ
た
母
と
対
面
し
、
盂
蘭
盆
斎
に
よ
っ
て
母
・
青

提
を
畜
生
道

、
、
、

・
餓
鬼
道

、
、
、

か
ら
救
済
、
そ
の
後
母
が
、E
、利
、天へ
転
生
す
る
場
面
を

見
て
み
よ
う
（
場
面
③
④
⑤
）。
こ
の
場
面
は
本
図
に
お
い
て
畜
生
道

、
、
、

・
餓
鬼
道

、
、
、

の
上
、
天
道
、
、

の
右
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
話
題
内
容
と
図
様
構
成
と

が
符
合
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
五
道
転
輪

王
の
左
方
に
描
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
五
道
転
輪
王
は
、
十
王
経
典
で
説
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
亡
者
の
転
生
を
決
定
す
る
最
後
の
王
（
三
年
忌
）
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、『
拾
珠
鈔
』「
大
炊
御
門
前
右
府
禅
門
三
年
」
表
白
（
文
応
二
年
一

二
六
一
）
で
は
、
十
王
経
の
讃
を
引
用
し
た
後
に
三
年
忌
追
善
が
次
の
よ
う
に

促
さ
れ
て
い
る
。
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今
日
第
三
年
之
御
忌
ハ
＿第
＿十
＿ノ
＿五
＿道
＿転
＿輪
＿王
＿断
＿罪
＿之
＿日
＿也

。

好
悪
唯
憑
二
福
業
因
一
。
不
善
尚
憂
二ト
コ
ソ
千
日
内
一
。

不
善
之
輩
コ
ソ
千
日
之
内
尚
K
二
中
有
之
冥
路
一
事
ニ
テ
候
ナ
レ
ハ
、
宿
善
純

熟
之
聖
霊
可
三
今
経
二
歴
十
王
断
罪
之
庭
一
事
、
打
任
テ
ハ
ヨ
モ
候
ハ
シ
ト
覚

候
ヘ
ト
モ
、
謬
テ
猶
留
二
穢
土
一
、
不
レ
図
滞
二御
ス
ト
モ
菩
提
ノ
之
覚
路
一
、
今
日
ハ

決
定
生
処
定
リ
御
ス
ヘ
キ
跡
ニ
テ
候
ヘ
ハ
、
如
何
ニ
モ
々
々
ニ
モ
可
レ
被
レ
奉
レ
訪
候
。

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
年
忌
は
「
五
道
転
輪
王
断
罪
之
日
」。
亡
者
の
最
終
的

な
「
生
処
」
は
追
善
供
養
の
充
足
如
何
に
よ
り
こ
の
日
に
「
決
定
」
す
る
。
そ

う
し
た
五
道
転
輪
王
審
判
場
面
の
左
、
天
道
の
右
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
目
連

の
盂
蘭
盆
斎
に
よ
る
救
済
、
青
提
の
、E
、利
、天転
生
話
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
「
編
成
と
仕
組
み
」
は
、
自
ず
か
ら
、
追
善
供
養
（
＝
盂
蘭
盆
斎
）
の
功
徳

と
し
て
の
五
道
転
輪
王
に
よ
る
「
決
定
生
処
」（
＝A

E
利
天
転
生B

）
と
の
読

み
を
誘
発
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
読
み
を
誘
発
す
る
「
編
成
と
仕
組
み
」

を
も
っ
て
本
図
は
絵
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
目
連
救
母
説
話
の
本
図
に
お
け
る
「
編
成
と
仕
組
み
」
を
右
の
よ
う

に
解
釈
し
、
こ
れ
を
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
全
体
の
「
編
成
と
仕
組
み
」
の
な

か
に
差
し
戻
す
な
ら
ば
、
そ
れ
が
十
王
観
念
の
図
像
化
（
＝〈
絵
語
り
〉）
の
一

部
を
な
す
も
の
と
し
て
描
き
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

本
『
六
道
絵
』
は
、
連
幅
画
面
上
部
右
端
か
ら
十
王
を
並
べ
、
画
面
下
部
に

地
獄
道
を
中
心
に
右
か
ら
左
へ
五
道
が
描
か
れ
、
左
上
、
第
十
王
五
道
転
輪
王
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の
左
方
に
天
道
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
右
幅
右
下
の
人
道
は

「
誕
生
し
て
か
ら
死
後
に
死
体
が
朽
ち
果
て
て
い
く
ま
で
の
人
間
の
生
涯
と
し

て
読
み
解
け
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
る *

21

。
ま
た
、
人
道
の
左
横

に
描
か
れ
た
三
途
は
、
人
が
死
ん
で
か
ら
初
七
日
秦
広
王
に
至
る
ま
で
の
道
程

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る *

22

。
つ
ま
り
、
生
苦
、
五
盛
陰
苦
、

病
苦
、
老
苦
に
苦
し
み
な
が
ら
一
生
を
終
え
た
亡
者
が
、
三
途
河
を
渡
り
、
十

王
の
も
と
へ
到
る
ま
で
が
連
幅
右
幅
に
絵
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
が
、

そ
こ
か
ら
左
に
展
開
す
る
〈
絵
語
り
〉
は
、
十
王
審
判
の
折
々
、
生
前
の
作

善
、
生
者
追
善
の
如
何
に
よ
っ
て
亡
者
が
裁
か
れ
て
い
く
過
程
、
あ
る
も
の
は

生
前
作
善
・
追
善
供
養
の
功
徳
に
よ
っ
て
人
天
へ
の
転
生
を
許
さ
れ
、
あ
る
も

の
は
生
前
悪
業
、
生
者
追
善
の
不
履
行
の
因
を
も
っ
て
次
王
に
送
ら
れ
て
五
道

転
輪
王
の
最
終
審
判
に
到
る
、
そ
の
過
程
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
五
道
転

輪
王
の
左
に
天
道
が
措
か
れ
る
の
は
、
こ
の
最
終
的
な
救
済
を
図
像
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
描
き
込
ま
れ
た
の
が
目
連
救
母
説
話
。
そ
れ
は
、

こ
こ
ま
で
に
絵
語
ら
れ
て
き
た
十
王
観
念
の
内
容
を
具
体
的
な
事
例
を
も
っ
て

再
説
す
る
意
義
を
に
な
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、A

六
道
十
王
図B

と
し
て
十
王
絵
相
、
六
道

絵
相
を
上
下
に
併
せ
描
く
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
は
、A

十
王
図B

の
語
り

を
こ
そ
主
文
脈
と
し
、
地
獄
道
を
中
心
と
し
たA

六
道
絵B

の
語
り
を
、
生

前
作
善
・
追
善
供
養
な
き
亡
者
の
冥
苦
と
し
て
、A

十
王
図B

の
語
り
に
組

み
込
ん
だ
も
の
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
、
極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
の
十
王
絵
相
、
六
道
絵
相
を
検
討
し
、
目
連

救
母
説
話
図
像
を
含
め
た
本
図
の
「
編
成
と
仕
組
み
」
を
考
察
し
つ
つ
、
そ
の

〈
絵
語
り
〉
の
全
体
を
読
み
解
い
て
き
た
。
本
地
仏
、
と
く
に
地
蔵
信
仰
と
の

習
合
や
閻
魔
王
・
太
山
王
を
特
化
す
る
「
十
王
図
」
が
量
産
さ
れ
る
な
か
、
本

『
六
道
絵
』
は
そ
れ
ら
と
異
な
る
、
よ
り
十
王
経
に
忠
実
な
十
王
観
を
も
っ
て

十
王
絵
相
を
描
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
主
文
脈
に
、
十
王
審
判
に
よ
る
冥
苦
を

地
獄
道
、
な
か
で
も
阿
鼻
地
獄
を
前
景
化
し
た
六
道
絵
相
を
画
面
下
部
に
描
い

て
生
前
作
善
・
追
善
供
養
な
き
亡
者
の
受
苦
を
強
調
し
、
忌
日
追
善
供
養
に
よ

る
亡
者
救
済
功
徳
を
目
連
救
母
説
話
の
具
体
例
を
も
っ
て
表
象
再
説
す
る
。
さ

ら
に
、
先
に
亡
者
生
前
の
生
涯
を
語
る
と
し
た
人
道
は
、
こ
れ
を
五
道
転
輪
王

の
最
終
審
判
に
よ
る
「
決
定
生
処
」
の
一
つ
と
し
て
の
配
置
と
見
れ
ば
、
本
図

の
全
体
は
、
四
苦
八
苦
の
人
生
を
経
て
三
途
河
を
渡
り
、
堕
地
獄
の
恐
怖
に
怯

え
つ
つ
各
十
王
の
審
判
を
受
け
、
再
び
人
道
へ
転
生
し
て
い
く
輪
廻
転
生
の
物

語
を
、
円
環
的
な
構
図
に
よ
っ
て
語
り
出
し
て
い
る
と
も
い
え
そ
う
で
あ
る
。

極
楽
寺
の
あ
る
多
可
町
に
残
る
古
文
書
（
天
保
十
一
年
（
一
八
三
九
）
の
年
記
）

に
は
、「
有
馬
慈
心
坊
之
筆
六
道
之
図
三
幅
」
と
あ
る *

23

。
こ
れ
に
し
た
が
っ
て

本
図
は
従
来
「
六
道
絵
」
と
呼
称
さ
れ
て
き
た
。
連
幅
中
央
の
印
象
的
な
阿
鼻

地
獄
図
像
に
惹
か
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
「
編
成
と
仕
組
み
」
は
、

む
し
ろ
「
十
王
図
」
と
の
呼
称
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
十
王
絵
相
を
主
文
脈
と
す
る
極
楽
寺
蔵
『
六
道

絵
』
は
、
見
た
よ
う
に
、
宋
元
仏
画
十
王
図
の
受
苦
モ
テ
ィ
ー
フ
、「
六
道
絵
」

の
既
存
説
話
モ
テ
ィ
ー
フ
を
選
択
的
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
は
自
ず
か

ら
「
十
王
図
」
を
主
文
脈
と
す
る
物
語
の
傍
ら
で
、
別
の
物
語
を
語
り
出
す
だ

ろ
う
。
前
者
は
東
ア
ジ
ア
の
冥
界
受
苦
の
物
語
。
後
者
は
本
朝
伝
来
の
仏
教
説

話
。
そ
れ
ら
は
絵
解
き
を
通
じ
て
再
演
さ
れ
る
物
語
だ
が
、
そ
う
し
た
再
演
を

う
な
が
す
「
編
成
と
仕
組
み
」
は
本
図
制
作
者
に
よ
っ
て
仕
掛
け
ら
れ
て
い

る
。
主
文
脈
の
物
語
の
傍
ら
で
別
の
物
語
を
語
る
テ
キ
ス
ト
は
、『
十
訓
抄
』

や
『
平
家
物
語
』
と
い
っ
た
中
世
前
期
の
文
字
テ
キ
ス
ト
に
も
認
め
ら
れ
る
。

極
楽
寺
蔵
『
六
道
絵
』
の
〈
絵
語
り
〉
は
そ
う
し
た
語
り
と
も
関
わ
り
合
い
つ

つ
生
成
し
た
と
お
ぼ
し
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

【
注
】

*

１
　
中
野
玄
三
『
六
道
絵
の
研
究
』（
一
五
五
頁
。
淡
交
社
、
一
九
八
九
年
刊
）

*

２
　
鷹
巣
純
「
目
連
救
母
説
話
図
像
と
六
道
十
王
図
」（『
仏
教
芸
術
』
二
〇
三
、
毎
日
新

聞
社
、
一
九
九
二
年
七
月
）。
渡
浩
一
「
串
刺
し
の
母
―
地
獄
図
と
目
連
救
母
説
話

―
」（
林
雅
彦
編
『
生
と
死
の
図
像
学
―
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
と
死
の
コ
ス
モ
ロ
ジ

ー
』
第
四
章
所
収
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
三
年
刊
）

*

３
　
立
石
和
弘
「
源
氏
物
語
絵
巻
の
境
界
表
象
」(

八
〇
〜
八
一
頁
。
三
田
村
雅
子
・
河

添
房
江
編
『
源
氏
物
語
を
い
ま
読
み
解
く
１
　
描
か
れ
た
源
氏
物
語
』、
翰
林
書
房
、

二
〇
〇
六
年
刊
）

*

４
　
拙
稿
「〈
絵
語
り
〉
論
序
説
」（『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
第
二
部

第
五
五
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
四
六
九
頁
〜
四
八
六
頁
）

*

５
　
十
王
経
は
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
『
仏
説
預
修
十
王
生
七
経
』
で
、
も
う
一
つ
は

『
仏
説
地
蔵
菩
薩
発
心
因
縁
十
王
経
』
で
あ
る
。『
預
修
十
王
経
』
は
、
唐
代
に
成
立

し
た
偽
経
で
あ
る
。『
預
修
十
王
経
』
は
、
生
前
に
自
身
の
死
後
の
安
楽
を
願
っ
て
行

う
「
預
修
斎
」
と
、
死
後
に
肉
親
に
よ
っ
て
営
ま
れ
る
「
追
善
斎
」
の
二
つ
を
説
く

経
典
で
あ
る
。

*

６
　
梶
谷
亮
治
「
日
本
に
お
け
る
十
王
図
の
成
立
と
展
開
」（『
仏
教
芸
術
』
九
七
、
毎
日

新
聞
社
、
一
九
七
四
年
七
月
）
の
指
摘
に
拠
る
。

*

７
　
井
手
誠
之
輔
「
時
空
の
旅
人
―
宋
元
仏
画
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
開
館
四
十
周
年
記

念
特
別
展
宋
元
仏
画
』、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
七
年
刊
）

十
王
図
は
、
晩
唐
に
中
国
で
成
立
し
た
偽
経
『
預
修
十
王
経
』
に
も
と
づ
く
仏
画

で
、
生
前
に
行
わ
れ
る
逆
修
と
よ
ば
れ
た
生
七
斎
や
、
亡
者
の
追
善
供
養
に
用
い
、

六
道
輪
廻
の
転
生
や
地
獄
か
ら
の
救
済
を
は
か
り
、
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う

た
め
に
制
作
さ
れ
た
。
陸
仲
淵
の
十
王
図
は
、
現
在
、
三
幅
を
残
す
の
み
で
あ
る

が
、
最
後
の
審
判
に
あ
た
る
五
道
転
輪
王
の
画
幅
で
は
、
十
王
の
背
後
の
侍
者
が
、

「
布
施
」
と
「
念
佛
」
を
記
録
す
る
帳
簿
を
も
っ
て
お
り
、
布
施
と
阿
弥
陀
如
来
の

名
号
を
唱
え
る
念
仏
の
数
の
多
寡
が
、
こ
の
場
合
の
審
判
を
左
右
す
る
ら
し
い
。

向
か
っ
て
右
側
の
老
夫
婦
は
、
当
時
の
高
級
官
僚
で
あ
っ
た
士
大
夫
の
姿
で
あ
る
。

ま
た
向
か
っ
て
左
側
の
老
夫
婦
は
、「
大
乗
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
字
が
書
か
れ
た
経

典
を
奉
献
し
て
い
る
。
こ
の
仏
画
も
ま
た
、
救
済
さ
れ
る
人
物
が
、
念
仏
門
徒
で

あ
り
、
法
華
経
の
信
者
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
、
延
慶
寺
の
念
仏
結
社
の
会
員
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
り
わ
け
、
金
大
受
筆
の
十
六
羅
漢
図
（
群
馬
県
立
近

代
美
術
館
）、
陸
信
忠
の
十
王
図
、
陸
信
忠
筆
の
二
組
の
十
六
羅
漢
図
（
京
都
・
相

国
寺
、
米
国
・
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）
に
も
士
大
夫
の
姿
が
し
ば
し
ば
描
き
こ
ま
れ

て
お
り
、
科
挙
合
格
者
を
輩
出
し
た
望
族
と
よ
ば
れ
た
寧
波
の
名
家
が
、
こ
う
し

た
仏
画
の
注
文
主
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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*
８
　
菅
村
亨
「
極
楽
寺
本
『
六
道
絵
』
に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸
術
』
一
七
五
、
毎
日
新
聞

社
、
一
九
八
七
年
十
一
月
）

こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
は
、
他
の
地
獄
図
あ
る
い
は
鎌
倉
期
以
降
数
多
く
制
作
さ

れ
た
十
王
図
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
配
置
、
組
み
合
わ
せ
の
一

致
す
る
遺
品
は
見
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
も
の

も
あ
る
。
一
七
日
秦
広
王
の
前
の
、
大
鋸
で
亡
者
を
挽
く
場
面
、
三
七
日
宋
帝
王

の
前
の
、
鬼
に
追
わ
れ
る
緋
袴
を
着
け
た
だ
け
の
二
人
の
女
人
と
全
裸
の
男
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
こ
の
十
王
図
は
、
い
く
つ
か
の
先
行
遺
品
か
ら
モ

チ
ー
フ
を
借
り
、
そ
れ
を
自
由
に
再
構
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

*

９
　
中
野
照
男
『
日
本
の
美
術
』
第
三
一
三
号
「
閻
魔
・
十
王
像
」（
至
文
堂
、
一
九
九

二
年
六
月
）

わ
が
国
で
は
鎌
倉
時
代
以
後
に
十
王
図
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
浙
江
省
の
寧
波

で
制
作
さ
れ
た
宋
元
時
代
の
十
王
図
が
請
来
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
刺
激
を
受
け
た
ら

し
い
。
日
本
の
十
王
図
は
こ
れ
ら
中
国
画
を
手
本
と
し
た
が
、
中
国
の
十
王
図
と

は
っ
き
り
と
異
な
る
点
は
本
地
仏
を
表
す
こ
と
で
あ
る
。

*

10

宋
元
仏
画
十
王
図
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
次
の
先
行
研
究
を
参
照
し
た
。
前
掲
注

９
、
中
野
照
男
『
日
本
の
美
術
』
第
三
一
三
号
「
閻
魔
・
十
王
像
」。
前
掲
注
６
、
梶

谷
亮
治
「
日
本
に
お
け
る
十
王
図
の
成
立
と
展
開
」。

*

11

松
本
浩
一
『
宋
代
の
道
教
と
民
間
信
仰
』（
一
九
三
頁
。
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
刊
）

こ
の
時
代
（
＝
南
宋
時
代
）
に
は
多
く
の
知
識
人
た
ち
が
仏
教
式
・
道
教
式
の

葬
送
儀
礼
に
対
し
て
非
難
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
非
難
の
中
に
、

か
え
っ
て
そ
れ
ら
の
儀
礼
が
、
広
く
各
階
層
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
た
事
実
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

*

12

『
聞
書
集
』
二
〇
二
、
二
〇
三
・
二
〇
七
・
二
〇
九
・
二
一
三
・
二
二
四
、『
金
葉

和
歌
集
』
六
四
四
、『
弁
乳
母
集
』
一
五
な
ど
。

*

13

た
だ
し
、
等
活
地
獄
や
焦
熱
地
獄
、
大
焦
熱
地
獄
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
描
か
れ
て
お
ら

ず
、
モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
捨
選
択
し
て
い
る
。

*

14

現
在
、
宋
元
時
代
に
制
作
さ
れ
た
十
王
図
は
、
中
国
に
は
残
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、

宋
元
時
代
に
中
国
で
制
作
さ
れ
、
現
在
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
十

王
図
が
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
本
十
王
図
は
、
本
地
仏
を
描
い
て
お
ら
ず
、
本
『
六

道
絵
』
と
同
じ
く
十
王
を
等
し
く
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
下
部
に
は
、
審
判
を

受
け
る
亡
者
と
地
獄
の
責
め
苦
が
描
か
れ
て
お
り
、
本
『
六
道
絵
』
と
構
図
が
類
似

し
て
い
る
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
本
十
王
図
と
本
『
六
道
絵
』
と
の
直
接
的
な
影
響
関
係

は
わ
か
ら
な
い
が
、
本
『
六
道
絵
』
の
位
相
を
探
る
う
え
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
本
十

王
図
は
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

*

15

説
話
番
号
３
・
５
・
６
・
９
。
阿
部
美
香
「
墮
地
獄
と
蘇
生
譚
―
醍
醐
寺
J
魔
堂

絵
銘
を
読
む
―
」（『
説
話
文
学
研
究
』
第
四
十
号
、
説
話
文
学
会
、
二
〇
〇
五
年
七

月
）。
壁
絵
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
阿
部
美
香
「
醍
醐
寺
J
魔
堂
史
料
三
題
」(

『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
〇
九
集
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇

四
年
三
月)

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
J
魔
王
堂
絵
銘
』
を
参
照
し
た
。

鷹
巣
純
「
出
光
美
術
館
本
　
六
道
十
王
図
に
見
る
伝
統
と
地
域
性
」（『
宗
教
民
俗

研
究
』
第
十
六
号
、
日
本
宗
教
民
俗
学
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
）

*

16

前
掲
注
15
、
阿
部
美
香
「
醍
醐
寺
J
魔
堂
史
料
三
題
」。

*

17

『
仏
説
目
連
救
母
経
』
に
つ
い
て
は
、
宮
次
男
「
目
連
救
母
説
話
と
そ
の
絵
画
―

目
連
救
母
経
絵
の
出
現
に
因
ん
で
―
」(

『
美
術
研
究
』
第
二
百
五
十
五
号
、
東
京
国

立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
六
九
年
三
月
）
を
参
照
し
た
。

*

18

前
掲
注
８
、
菅
村
亨
「
極
楽
寺
本
『
六
道
絵
』
に
つ
い
て
」。
た
だ
し
、
渡
浩
一
氏

が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
前
掲
注
２
、
渡
浩
一
「
串
刺
し
の
母
―
地
獄
図
と
目
連
救
母
説

話
―
」）、
本
『
六
道
絵
』
は
、『
仏
説
目
連
救
母
経
』
を
単
純
に
絵
画
化
し
て
い
な
い
。

*

19

前
掲
注
２
、
鷹
巣
純
「
目
連
救
母
説
話
図
像
と
六
道
十
王
図
」。

*

20

前
掲
注
２
、
渡
浩
一
「
串
刺
し
の
母
―
地
獄
図
と
目
連
救
母
説
話
―
」。

*

21

富
山
県
﹇
立
山
博
物
館
﹈
開
館
十
周
年
記
念
資
料
集
『
地
獄
遊
覧
―
地
獄
草
紙
か
ら
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立
山
曼
荼
羅
ま
で
―
』（
八
一
頁
。
富
山
県
﹇
立
山
博
物
館
﹈、
二
〇
〇
一
年
刊
）

*

22

前
掲
注
８
、
菅
村
亨
「
極
楽
寺
本
『
六
道
絵
』
に
つ
い
て
」。
た
だ
し
、『
地
蔵
十
王

経
』
に
よ
れ
ば
、「
三
途
河
」（
葬
頭
河
・
奈
河
）
は
第
一
秦
広
王
庁
か
ら
第
二
初
江

王
庁
に
赴
く
間
に
あ
る
と
い
う
（
叡
山
文
庫
「
十
王
絵
巻
上
」〈
端
作
、
四
〇
・
二
八

九
、
真
如
蔵
〉
等
、
参
照
）。

*

23

八
千
代
町
史
編
纂
委
員
会
『
八
千
代
町
史
』
近
世
史
料
編
（
そ
の
一
）（
八
千
代
町

役
場
、
一
九
八
四
年
刊
）
の
中
野
間
関
係
文
書
、「
両
旦
中
申
合
一
礼
の
事
」
に
記
事

が
あ
る
。

※
本
文
引
用
テ
キ
ス
ト

○
天
台
宗
全
書
（
天
台
宗
典
刊
行
会
事
務
所
刊
）
…
拾
珠
鈔

○
鎌
倉
遺
文
（
東
京
堂
出
版
刊
）
…
聖
玄
願
文
、
摂
津
仏
光
寺
供
養
願
文

○
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
（
国
書
刊
行
会
刊
）
…
預
修
十
王
経

○
真
福
寺
善
本
叢
書
（
臨
川
書
店
刊
）
…
烏
亡
問
答
鈔

○
文
淵
閣
四
庫
全
書
電
子
版
（
人
海
人
民
出
版
社
刊
）
…
脚
気
集

○
そ
の
他

・
普
通
唱
導
集
…
『
普
通
唱
導
集
　
翻
刻
・
解
説
』（
村
山
修
一
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇

六
年
刊
）

・
讃
仏
乗
抄
…
『
校
刊
美
術
史
料
　
寺
院
篇
　
下
巻
』（
藤
田
経
世
編
、
中
央
公
論
美

術
出
版
、
一
九
七
六
年
刊
）

・
澄
憲
作
文
集
…
『
中
世
文
学
の
研
究
』（
秋
山
虔
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

二
年
刊
）

・
江
都
督
納
言
願
文
集
…
『
江
都
督
納
言
願
文
集
』(

平
泉
澄
校
勘
、
至
文
堂
、
一
九

二
九
年
刊)

（
付
記
１
）
脱
稿
後
、
出
光
美
術
館
本
「
十
王
地
獄
図
」（
一
四
世
紀
）
に
つ
い
て
、
鷹
巣

純
氏
よ
り
ご
論
考
「
出
光
美
術
館
本
十
王
地
獄
図
に
つ
い
て
」（
科
学
研
究
費
研
究
報
告

書
、
研
究
代
表
者
宮
治
昭
『
交
流
と
伝
統
の
視
点
か
ら
見
た
仏
教
美
術
の
研
究
―
イ
ン

ド
か
ら
日
本
ま
で
―
』、
二
〇
〇
八
年
五
月
）
を
頂
戴
し
た
。
そ
こ
で
は
、
左
幅
と
右
幅

を
入
れ
替
え
て
、
八
大
熱
地
獄
が
右
幅
右
か
ら
左
幅
左
へ
と
順
に
並
ぶ
絵
相
の
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
し
た
い
。

（
付
記
２
）
本
稿
は
平
成
二
〇
年
度
説
話
文
学
会
大
会
（
熊
本
大
学
・
六
月
二
九
日
）
で

の
発
表
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
阿
部
泰
郎
・
徳

田
和
夫
・
渡
浩
一
・
錦
仁
の
諸
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
成
稿
に
際
し
て
新
た

に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
本
「
十
王
図
」（
注
14
）、
叡
山
文
庫
本
「
十
王
絵
巻
上
」（
注
22
）
を

考
察
に
入
れ
た
が
、
前
者
の
図
像
の
入
手
に
際
し
て
は
米
倉
迪
夫
氏
、
渡
辺
雅
子
氏
の
、

後
者
文
献
の
利
用
に
つ
い
て
は
小
峯
和
明
氏
、
宮
腰
直
人
氏
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
付
記
３
）「
六
道
絵
」
の
調
査
及
び
掲
載
に
つ
い
て
極
楽
寺
に
格
別
の
ご
高
配
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

―
い
の
う
え
・
や
す
し
、
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―
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